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１．研究実施の概要 

本研究では、糖鎖シグナルによる獲得免疫応答の制御機構を解明し、その制御法の開発

を行うことを目的とする。我々はＢリンパ球B細胞）のin vitroでの解析により、

Siglec2/CD22がCD72とともに抗原と反応したＢ細胞が活性化・増殖するか、あるいは、ア

ポトーシスをおこすかを決定する分子スイッチとしての機能を持つことを示した。また、

細胞株を用いた解析から、記憶Ｂ細胞ではSiglec2/CD22がＢＣＲシグナル抑制をおこさな

いことを示唆し、記憶応答の際の迅速な抗体産生に関与することを示唆した。そこで本研

究では、生体内でSiglec2/CD22が、Bリンパ球が活性するか否か、あるいは迅速な免疫応

答をおこすか否かを決定し、液性免疫応答の制御で中心的な役割を果たすかを解明する。

また、Siglec2/CD22の糖鎖リガンドの機能やその発現制御機構の解明などを行う。本研究

では種々の遺伝子変異マウスを用いるが、本年度は種々の遺伝子改変マウスを導入し、他

の種々の遺伝子導入マウスとの交配を行い、Siglec2/CD22とそのリガンドの機能解明の準

備を行うとともに、新たな遺伝子改変マウス樹立の準備を行った。また、Siglec2/CD22が

多糖抗原への反応の際に、通常のタンパク抗原への反応の際とは異なった挙動をとること

を示す予備的な結果を得た。今後、Siglec2/CD22が多糖抗原への免疫応答に関与するかの

解明を行う。さらに、Siglec2/CD22がＢリンパ球活性化や液性免疫応答の迅速さを制御す

るのか、また、その糖鎖リガンドがSiglec2/CD22の機能発現に関与するのかなど、糖鎖シ

グナルによる液性免疫応答制御機構の解明をはじめた。 
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